




☆8月の運勢☆
【全体運】手厳しい指摘を受けるなどショッキングなことがあるかも。ただし反省して見直せば大きな方向転換に。転機です
【健康運】無理は禁物。ティータイムでリフレッシュ双子座5／21～6／21
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☆8月の運勢☆
【全体運】運に恵まれ順調です。気になっていたことを片付ければ気分もすっきり。友人との交流や旅行も楽しめます
【健康運】仲間とおしゃべりしてストレス発散蟹座6／22～7／22
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会長理事
乗富　幸雄
瀬高地区

代表理事専務
柿原　光行

金融共済担当常務
坂田　知隆

営農経済担当常務
谷川　俊英

常勤監事
持丸　義幸

監　事
田﨑　啓二

員外監事
堀　悟

代表監事
坂口　一八

役 員 選 任
■総代会の第９号議案で審議され、理事20人、監事４人の計24人の新役員が選任されました。

大坪　康志

就任のご挨拶

総務委員長
中村　公
大牟田地区

総務副委員長
只隈　貞子
山川地区

総務委員
坂田　千代子
瀬高地区

総務委員
野田　忠徳
高田地区

金融共済委員長
河野　恭徳
高田地区

金融共済副委員長
中島　元彦
大牟田地区

金融共済委員
倉吉　大作
瀬高地区

金融共済委員
松尾　ひろ子
高田地区

金融共済委員
跡部　美和
大牟田地区

営農経済委員長
北原　和弘
山川地区

営農経済副委員長
塚本　真大
瀬高地区

営農経済委員
櫻井　広高
大牟田地区

営農経済委員
内野　和幸
大牟田地区

営農経済委員
桑野　徹男
高田地区

営農経済委員
久保田　嚴
高田地区

　この度、第２８回通常総代会終了後の理事会において、代表理事組合長に就任し
ました。前任の吉田組合長が行われてきた事業・取り組みを継承し、更なる発展のた
め浅学非才でございますが、粉骨砕身職務に邁進する所存であります。皆様方のご指
導、ご支援を切にお願い申し上げます。
　皆様もご存知のように、 農業を取り巻く情勢は農家組合員にとって非常に厳しい状況
となっております。一昨年から続く新型コロナウイルスは国内で感染者が減少し海外から
の渡航も増加、この影響での国内消費量が増え、経済活動が活性化することを期待し
ております。 
　もう一つは、 ロシアのウクライナ侵攻です。 この２か国は穀物の生産国 輸出国であり、
日本への影響も甚大なものとなりました。 とうもろこし・大麦・小麦・液化天然ガス・船
舶の運賃等の高騰や更には円安の影響を受け、農産物の生産資材も高騰が続いてお
ります。私たち生産者は今のしくみではコスト上昇分を価格転嫁できない状況にあり、農
家所得の減少となっています。
　また、地球温暖化により農業施設の損壊や農産物の収量減・販売価格への影響、
病害虫の発生の変化等、生産者の皆様は農畜産物を生産するうえで、多大なリスクを
背負い生産されています。 その様な中、２０３０年のみどりの食料システム戦略への対応
や２０２４年物流の労働時間のルールの変更により運べないリスクや物流コストも上昇し、 
今後 JAに対応を迫られてきます。
　JA グループ福岡では中央会を中心に、１０年後の産地に必要な担い手の確保を目
指す 「次世代総点検運動」 が動き出しました。 親元就農等による 「事業の継承」 「ト
レーニングファーム」の設置による新規就農の育成・確保など、 次世代の担い手を確
保するために進められます。
　一方私達 JA みなみ筑後は、第７次地域振興農業計画の２年目を迎え、 「持続可能
な地域農業の取り組み」をテーマとし、「1. 農業者の所得の増大」 「２. 農業生産の拡大」 
「３. 地域の活性化」を基本方針として、この重点施策を継承し、 農家組合員のため取
り組んでまいります。
　最後に、農家組合員の皆様方の益々のご繁栄とご多幸をこころから祈念し、 ご挨拶
とさせて頂きます。
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